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ピ
カ
ピ
カ
の
作
業
棟

み
夢
な
ぎ
学
国
の

新
作
業
棟
が
披
工

う
れ
し
い
な
〃

市

内

麗

原

の
社

会

福

祉

法

人

み
ず

な

ぎ

学

園

で
は
、

か

ね

て

よ

り

の
念

願

で
あ

っ
た
作

業

棟

の
改

築

を
進

め

て
き

た

が

、

こ

の
程

竣

工
し
、

１２

月

３

日

に
は

竣

工
式

が

行

わ

れ

た
。

た

こ
と

。

さ

ら

に
は
、

農

工

班

の
園

生

が

雨

天

の

日

も

屋

内

で

作

業

（
堆

肥

用

ワ
ラ
整

理

や
収

穫

物

の
整

理

な

ど

）

が

出

来

る

よ

う

に
し

た

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

ま

で

の
作

業

棟

は

、

昭
　

　

み
ず

な
ぎ

学

園

は
、

厚

生

施

和

高
年

に
木

造

で
建

て
ら

れ

た
　

れ註

（
入
所

６。

名

）

と
授

産

施

設

旧
海

軍

通

信

隊

の
建

物

を

使

用

　

⌒
通

所

５。
名

）

を

運

営

し

て

い

し

て
き

て
お

り

、

昭

和

５２
年

に
　

る
が
、

授

産

施

設

で

つ
く

り

出

陶

器

作

業

所

を

一
部

増

築

し

て
　

し

て

い

る
陶

器

や
額

縁

は

市

内

木

工

（
額

縁

製

造

）

と

陶

芸
　

の
団
体

や
個

人

か

ら

の
注

文

、

（
陶

器

づ

く

り

）

に
使

用

し

て
　

各
種

行

事

で

の
即

売

で
好

評

を

き

た

が
、

建

物

が

老

巧

し

た

の
　

得

て
き

て

い
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

で
改

築

に
踏

み
切

っ
た

も

の
。
　

　

こ

の

た

び

の
新

作

業

凍

の
完

新

作

業

棟

は
、

旧
作

業

棟

よ
　
成

が
、

園

生

の
製

作

意

欲

の
増

り

１０Ｕ

ポ
広

い
３７７

ポ
で
ヽ

鉄

付

平

進

と

な

り
、

市

民

の
利

用

の
広

煤

建

て

の
明

る
く

モ
ダ

ン
な

作
　
が

り

に
結

び

つ
い

て
、

障

害

者

業

棟

と

し

て
衣

朴

え

し

た

。
　

　

福

祉

の

一
層

の
拡

充

に
寄

与

す

設

計

上

の
改

善

点

は
、

車

椅

　

る

こ
と

を

期

待

し

、

関

係

者

の

子

の
園

生

が
大

手

を

借

り
ず

に
　

更

な

る
活

躍

を

祈

念

す

る
。

出

入

り

で
き

る

よ

う

に
と
、

入
　

　

　

　

　

市

内

鹿

原

二
〇

九
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ロ

の
扉

を

自

動

式

に
し

た

の
　

　

　

　

　

　

な

６３

‐

五
〇

三
〇

と
、

電

気

焼

成

炉

を

新

し

く

し

レ
ー
な
ど
多
目
的
に
使
え
る
と
い

う
。こ

の
作
業
棟
は

「第

一
作
業
棟

と
し
、
府
や
市
の
補
助
を
受
け
る

な
ど
、
総
事
業
費
約

一
億
円
を
か

け
て
今
月
末
に
完
成
す
る
一重
足
。

十
二
月
三
日
に
、
関
係
者
ら
約
六

十
人
が
出
席
し
て
竣
工
式
を
行
う
。
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完成間近の作業棟


